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【要 旨】
宿泊観光は日帰り観光に比べ、その消費額が大きいことから、観光入込客の増加を目的

とした各地方自治体の観光施策は、宿泊観光に焦点を当てたものが多い。しかし、近年、
国内の高速道路を中心とした交通インフラは一部の例外を除き、漸次整備されつつあり、
その結果、日帰り観光需要は従来に比べ高まりつつある。そこで、本稿においては佐賀県
嬉野市、武雄市、伊万里市の３都市を事例とし、GIS（MANDARA）及び Google Maps を
用いて、それぞれの日帰り観光客誘致圏を導出し、その特徴を比較考察した。また、小売
商圏の研究で用いられてきた修正ハフモデル（ハフモデル）を援用することで、これら３
都市相互間の理論上の日帰り観光客誘致力を明らかにした。

【キーワード】
ハフモデル 日帰り観光 アクセシビリティ 小売引力モデル

１．はじめに

２００８年度の我が国の国内観光市場における観
光消費額１）は２０兆５，２３０億円であり、その内訳は
表１のとおり、日帰り観光による観光消費額が
４兆９２４０億円、宿泊観光による観光消費額が１５
兆５９９０億円である。これらを単純に比較する
と、宿泊観光は日帰り観光の約３倍の消費額と
なっていることがわかる。一般に、消費額が大
きいほど、乗数効果を通じたその地域経済へ与
える経済波及効果は大きいことから、疲弊した

地域経済を活性化させるための手段として、宿
泊観光による消費に大きな効果が期待されてい
る。このため観光入込客の増加を目的とした各
地方自治体の観光施策は、日帰り観光より宿泊
観光に焦点を当てたものが多い。
しかし、国内の高速道路を中心とした交通イ

ンフラは一部の例外を除き、漸次整備されつつ
あり、観光客の各観光地へのアクセシビリティ
は以前に比べ格段に高まりつつある。この結
果、従来であれば宿泊を兼ねない限り訪れるこ
とが困難であった観光地であっても、現在では
日帰りで訪れることが可能となった観光地も多
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消費額と
その内訳

観光形態

観光消費額
（億円）

左記観光消
費額中の交
通費（億円）

左記観光消
費額中の飲
食費（億円）

日帰り観光
（国内） ４９，２４０ ２１，２００ ５，８２０

宿泊観光
（国内） １５５，９９０ ４７，８２０ １５，３９０

合計 ２０５，２３０ ６９，０２０ ２１，２１０

表１ ２００８年度国内観光消費額とその内訳
（『平成２２年版 観光白書』をもとに筆者改変）

図１ 国内観光市場に対する日帰り観光消費総額
の割合及びその内訳の割合の推移（２００５年
度～２００８年度）

（『平成２２年版 観光白書』をもとに筆者作成）

く、それ故、観光客の日帰り観光圏は拡大傾向
にあると言える。
図１は２００５年度から２００８年度における国内観

光市場に対する日帰り観光消費総額の割合及び
その内訳の割合の推移を示したものである。こ
れによると、国内観光市場に対する日帰り観光
消費総額の割合のみならず、それを構成する交
通費並びに飲食費の割合も総じて増加傾向にあ
ることがわかる。これらは昨今の経済不況を背
景に、金銭支出を可能な限り抑制した観光を求
める観光客の心理が一要因となっているとも考
えられるが、いずれにしても近年の国内観光市
場において日帰り観光の需要が高まっているこ
とは明らかである。
アクセシビリティの改善が、観光客や観光地

に与える影響は以下の２点に集約できる。第１
に、観光は個人にとって限りある資源、すなわ
ち「時間」や「金銭」を費消する行動であるか
ら、これらの費消量を個人の観光嗜好に応じて
選択し調整することが可能となる。すなわち、
アクセシビリティの改善は移動時間の短縮をも
たらし、その結果観光客は宿泊観光および日帰
り観光のいずれも選択可能となる。したがっ
て、アクセシビリティの改善は多様な嗜好を有
する潜在的観光客に対して、彼らの嗜好に応じ
た観光需要を喚起する側面があると言える。第
２に、各観光地は互いに競合関係を有すること
になる。日帰り観光の場合、観光客は意識せず
とも制約された「時間」内で自己の満足度をよ
り高められるような観光地を目的地として取捨
選択するため、必然的にその日帰り観光圏内に
含まれる観光地相互間の競合関係を生起させ
る。つまり、アクセシビリティの改善により、
従来は無関係であった観光地どうしが日帰り観
光客獲得の点において競合関係を有するように
なるのである。
このように、アクセシビリティの改善は、①

多様な嗜好を有する潜在的観光客への需要の喚
起および②観光地相互間の競合関係を生起させ
るにもかかわらず、従来の観光研究においては
これらの点につきあまり注目されてこなかっ
た。また観光地を中心とした日帰り観光客を呼

び込む理論上の範囲、いわば日帰り観光客誘致
圏についても十分に研究されてきたとは言い難
い。そこで、本稿においては佐賀県嬉野市、武
雄市、伊万里市の隣接する３都市を事例とし、
GIS（MANDARA）及び Google Maps を用い
て、それぞれの日帰り観光客誘致圏を導出し、
その特徴を比較考察する。次に、小売商圏の研
究で用いられてきた修正ハフモデル（ハフモデ
ル）２）を援用することで、これら３都市相互間の
理論上の日帰り観光客誘致力を明らかにする。

２．研究の対象地域とその概要

（１）対象地域
佐賀県嬉野市、武雄市、伊万里市の３都市を

事例とし、一定の仮定を設けた上で、それぞれ
の日帰り観光客誘致圏を導出した後、それらを
比較し考察する。
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図２ 嬉野市、武雄市、伊万里市の位置関係
（MANDARAからGoogle Earth への出力：筆者作成）

日帰り観光客
（人）

宿泊観光客
（人）

観光客合計
（人）

佐賀市 ４，８０４，４００ ４６６，９００ ５，２７１，３００

多久市 ３３５，０００ ６，０００ ３４１，０００

小城市 ４７５，３００ ４，７００ ４８０，０００

神崎市 １，０１８，６００ ６，７００ １，０２５，３００

鳥栖市 ７５８，０００ １０５，８００ ８６３，８００

吉野ヶ里町 １，１１２，３００ ５００ １，１１２，８００

基山町 ２５７，４００ ０ ２５７，４００

上峰町 ３６３，９００ １９，３００ ３８３，２００

みやき町 １７２，０００ ０ １７２，０００

唐津市 ８，００２，５００ ５１６，７００ ８，５１９，２００

伊万里市 １，２４５，０００ １０８，０００ １，３５３，０００

玄海町 ３９９，９００ ０ ３９９，９００

有田町 ２，１３５，７００ １，１００ ２，１３６，８００

武雄市 １，４３９，０００ ２３６，０００ １，６７５，０００

鹿島市 ３，３３４，３００ ４５，３００ ３，３７９，６００

嬉野市 １，２５３，０００ ５８２，０００ １，８３５，０００

大町町 ５６，９００ ０ ５６，９００

江北町 ５７，４００ ２，３００ ５９，７００

白石町 ２０５，９００ ２００ ２０６，１００

太良町 ６１８，５００ ３０，４００ ６４８，９００

合計 ２８，０４５，０００ ２，１３１，９００ ３０，１７６，９００

表２ ２００９年度 佐賀県全市町村における観光客
（「平成２１年佐賀県観光客動態調査」 １３）をもとに筆者作成）

これら３都市を研究対象とした理由は次の通
りである。表２にあるように、２００９年度の佐賀
県全市町村における観光客合計は約３，０００万人
であり、このうち日帰り観光客は約２，８００万人
（約９３％）、宿泊観光客は約２００万人（約７％）
であることから、佐賀県全体の観光地は、宿泊
観光地よりも日帰り観光地の色合いが濃い。ち
なみに隣県の長崎県における同年度の日帰り観
光客の割合は全体の約６６％程度である。また、
嬉野市、武雄市、伊万里市は隣接する３都市
（図２）であり、それぞれの年間の日帰り観光
客数もほぼ同規模（表２）であることから、比
較対象となり得る。

（２）３都市（嬉野市、武雄市、伊万里市）の
観光地の概要

１）嬉野市
嬉野市は約２万９千の人口を有する佐賀県南

西部に位置する行政区である。２００６年に塩田町
と嬉野町が合併し市制が施行された。旧塩田町
は古くから長崎街道の宿場町として栄え、一方
で旧嬉野町は温泉地として古くから知られてい
る。嬉野の地名は諸説あるが、一説によると、
神功皇后が戦いの帰りに立ち寄られた際、川中
に白鶴が疲れた羽を浸し元気に飛び立つ様子を
見て、そこへ兵士を入れてみたところ、彼の傷
が癒え、「あな、うれしいの」と喜ばれたこと
が由来であると伝えられている。市内には志田
焼の里博物館、西岡家・杉光家住宅、八天神社
石造りめがね橋、大茶樹、みゆき公園、轟の
滝、春日渓谷、シーボルトの足湯、シーボルト
の湯、肥前夢街道、豊玉姫神社、商家町・塩田
津、嬉野温泉、肥前吉田焼窯元会館などの観光
スポットがあり、玉緑茶の生産でも広く知られ
た街である。主な特産品としては、うれしの
茶、肥前吉田焼、嬉野温泉湯豆腐、いちご、
きゅうりなどがある。

２）武雄市
武雄市は約５万１千の人口を有する佐賀県西

部に位置する行政区であり、既述した嬉野市と
は南部で接している。１３００年の歴史を誇る温泉
と焼き物の街で、２００６年に山内町及び北方町と
合併し、新しい武雄市が誕生した。市内には武
雄温泉楼門、武雄温泉新館、メルヘン村、武雄
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観光地と
しての性
格

主な観光スポット 主な特産品

嬉野市 温泉保養、宿場町
嬉野温泉、肥前夢
街道、肥前吉田焼
窯元会館など

うれしの茶、肥
前吉田焼、嬉野
温泉湯豆腐など

武雄市 温泉保養
武雄温泉楼門、メ
ルヘン村、川古の
大楠公園など

竹細工品、武雄
古唐津焼、田舎
味噌漬けなど

伊万里市 伝統産業
大川内窯元群、鍋
島藩窯公園、松浦
党創世期遺跡

伊万里焼、伊万
里牛、伊万里焼
など

表３ 嬉野市、武雄市、伊万里市の観光地の概要
（『都市データパック２０１１年版』４）をもとに筆者作成）

焼、武雄温泉保養村、御船ヶ丘梅林、御船山楽
園、武雄の大楠、川古の大楠公園、竹古場キル
ンの森公園飛龍窯、県立宇宙科学館、県立自然
公園黒髪山などの観光スポットがある。また、
特産品としては竹細工品、武雄古唐津焼、田舎
味噌漬け、大豆、茶などがある。２００７年に広域
観光連携として「九州三湯物語」と銘打ち、大
分県の湯布院、熊本県の杖立と連携し、また
２０１０年には熊本市、鹿児島県の姶良市と共に
「九州巨木物語」を発足するなど積極的な観光
振興策を打ち出している。

３）伊万里市
伊万里市は約５万８千の人口を有する佐賀県

北西部に位置する行政区であり、武雄市とは南
東部で接している。古くは肥前陶磁器の積出港
として栄え、今日においても伊万里焼を産する
伝統産業都市である。市内には大川内窯元群、
鍋島藩窯公園、松浦党創世期遺跡、山ん寺、伊
萬里津大橋、伊万里川河畔、カブトガニ繁殖
地、伊万里湾大橋などの観光スポットがあり、
また、特産品としては伊万里焼、伊万里牛、伊
万里梨などがある。

４）３都市（嬉野市、武雄市、伊万里市）の
観光地の概要のまとめ

以上、３都市（嬉野市、武雄市、伊万里市）
の観光地の概要をまとめて次に示す。

３．日帰り観光客誘致圏の仮定

日帰り観光客誘致圏の仮定は、２０１１年６月２１
日（火）、２２日（水）の２日間にわたって別府
大学短期大学部地域総合科学科に在籍する学生
を対象に実施した旅行アンケート調査（有効回
答数１１２）を基礎とする。本アンケート調査で
は、会場アンケート形式により、不特定地域を
対象に自家用車で日帰り観光を行う場合の片道
の移動許容時間を尋ねた。アンケート調査の結
果は図３のとおりである。回答数が最も多かっ
たのは１時間以上２時間未満であり、総じて移
動時間が長い日帰り観光は好まれない傾向にあ
ることが判明した。そこで、各カテゴリーごと
にそれぞれ中間値をとり、加重平均法により平
均時間（分）を算出することにした。計算の結
果、片道の移動許容時間は１０３．９３分と算出さ
れ、観光地を中心とする日帰り観光客誘致圏は
当該観光地から片道１０３．９３分の時間距離によっ
て形成されるとの知見を得た。しかし、本稿で
は計算の便宜上、１桁以下の数値を切り捨て、
日帰り観光客誘致圏を片道の移動許容時間で
１００分と仮定することにした。
次にGoogle Mapsのルート乗換機能を用いて、

嬉野市、武雄市、伊万里市それぞれの市役所か
ら１０分間隔（グラフ上は横軸）で時間を区切り、
その各時間内に到達可能な周辺の市町村（市町
村役場を基準）の累積人口をグラフの縦軸にプ
ロットして、それぞれの日帰り観光客誘致圏の
時間距離ごとの特徴を明らかにした。Google
Maps のルート乗換機能は、一般道路と有料道
路の区別なく、ある特定地点間の移動最短時間
とその経路が表示される。
また、嬉野市、武雄市、伊万里市それぞれの

市役所から周辺に位置する他の市町村役場まで
のルートを採用した理由は、一般に市町村役場
はその市町村のおよそ人口重心に位置する場合
が多く、この基準により日帰り観光客誘致圏を
設定することで、各観光地の日帰り観光客誘致
圏の比較が可能となるからである。
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図３ 移動許容時間に対するアンケート調査結果

時間（分） 人口（人） ０～１０ １１～２０ ２１～３０ ３１～４０ ４１～５０ ５１～６０ ６１～７０ ７１～８０ ８１～９０ ９１～１００
大分県日田市 １００ ７２，４９１ ７２，４９１
福岡県福岡市 ８９ １，３９６，７８９ １，３９６，７８９１，３９６，７８９
福岡県久留米市 ７６ ３０２，９６４ ３０２，９６４ ３０２，９６４ ３０２，９６４
福岡県柳川市 ８６ ７２，４５６ ７２，４５６ ７２，４５６
福岡県八女市 ８２ ７０，７８３ ７０，７８３ ７０，７８３
福岡県筑後市 ８１ ４８，８００ ４８，８００ ４８，８００
福岡県大川市 ７４ ３８，３７５ ３８，３７５ ３８，３７５ ３８，３７５
福岡県小郡市 ６６ ５９，０２９ ５９，０２９ ５９，０２９ ５９，０２９ ５９，０２９
福岡県筑紫野市 ７２ １００，３８３ １００，３８３ １００，３８３ １００，３８３
福岡県春日市 ８０ １０８，９２７ １０８，９２７ １０８，９２７ １０８，９２７
福岡県大野城市 ７５ ９４，９７５ ９４，９７５ ９４，９７５ ９４，９７５
福岡県太宰府市 ８０ ６９，２９７ ６９，２９７ ６９，２９７ ６９，２９７
福岡県古賀市 ９２ ５７，９９６ ５７，９９６
福岡県福津市 ９９ ５５，９７９ ５５，９７９
福岡県うきは市 ８８ ３２，６１５ ３２，６１５ ３２，６１５
福岡県朝倉市 ７６ ５８，４４８ ５８，４４８ ５８，４４８ ５８，４４８
福岡県みやま市 ８８ ４２，００６ ４２，００６ ４２，００６
福岡県筑前町 ８２ ２９，１８０ ２９，１８０ ２９，１８０
福岡県大刀洗町 ７７ １５，１８９ １５，１８９ １５，１８９ １５，１８９
福岡県広川町 ７７ ２０，２４５ ２０，２４５ ２０，２４５ ２０，２４５
福岡県大木町 ８４ １４，３１０ １４，３１０ １４，３１０
福岡県那珂川町 ８８ ４９，７７７ ４９，７７７ ４９，７７７
福岡県新宮町 １００ ２５，３４５ ２５，３４５
福岡県久山町 ８９ ８，３４６ ８，３４６ ８，３４６

４．GISによる３都市（嬉野市、武雄市、伊
万里市）の日帰り観光客誘致圏の導出

表４は嬉野市の日帰り観光客誘致圏の時間距
離別データを、また図４は嬉野市の日帰り観光
客誘致圏とその行政区分別人口を表わしたもの
である。２００４年に長崎自動車道の全線開通の効
果もあり、嬉野市の日帰り観光客誘致圏は広域
に及んでいることがわかる（図４）。北部は福
岡県福津市、東部は大分県日田市、南部は長崎
県雲仙市、西部は長崎県佐世保市を周縁部とす
るエリアによって嬉野市の日帰り観光客誘致圏
は形成され、その圏内に約５００万の人口を抱え
ている（表４）。特に約１４０万の人口を有する福

岡県福岡市、約４４万の人口を有する長崎県長崎
市が日帰り観光客誘致圏に入っていることは、
多数の潜在的観光客を獲得し得るという意味に
おいてその意義は大きい。
これに対し、表５は武雄市の日帰り観光客誘

致圏の時間距離別データを、また図５は武雄市
の日帰り観光客誘致圏とその行政区分別人口を
表わしたものである。既述した嬉野市は長崎自
動車道を中心としてその南部に、武雄市はその
北部に位置し、また長崎自動車道のインター
チェンジから嬉野市、武雄市それぞれの中心
（市役所を基準）までほぼ同距離であることか
ら、武雄市と嬉野市の日帰り観光客誘致圏はほ
とんど差異がない（図４及び図５）。その結果、
嬉野市と同様、武雄市の日帰り観光客誘致圏
も、北部は福岡県福津市、東部は大分県日田
市、南部は長崎県雲仙市、西部は長崎県佐世保
市を周縁部とするエリアによって形成され、そ
の圏内に約５００万の人口を抱えている。
表６は伊万里市の日帰り観光客誘致圏の時間

距離別データを、また図６は伊万里市の日帰り
観光客誘致圏とその行政区分別人口を表わした
ものである。伊万里市は武雄市の北部に位置
し、長崎自動車道から離れているため嬉野市、
武雄市に比べアクセシビリティの点で不利な状
況下にあり、県外観光客の獲得が容易ではない。
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時間（分） 人口（人） ０～１０ １１～２０ ２１～３０ ３１～４０ ４１～５０ ５１～６０ ６１～７０ ７１～８０ ８１～９０ ９１～１００
福岡県篠栗町 ９０ ３１，２５８ ３１，２５８ ３１，２５８
福岡県粕屋町 ９０ ４２，３６７ ４２，３６７ ４２，３６７
福岡県宇美町 ８４ ３８，６３５ ３８，６３５ ３８，６３５
福岡県志免町 ８７ ４４，４６２ ４４，４６２ ４４，４６２
福岡県須恵町 ７９ ２６，３０９ ２６，３０９ ２６，３０９ ２６，３０９
熊本県南関町 ９３ １１，８８７ １１，８８７
佐賀県佐賀市 ５５ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７
佐賀県唐津市 ７５ １３１，０６１ １３１，０６１ １３１，０６１ １３１，０６１
佐賀県鳥栖市 ６５ ６７，７９６ ６７，７９６ ６７，７９６ ６７，７９６ ６７，７９６
佐賀県多久市 ３０ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８
佐賀県伊万里市 ５２ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８
佐賀県武雄市 ２２ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８
佐賀県鹿島市 １３ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４
佐賀県小城市 ４４ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５
佐賀県嬉野市 ０ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２
佐賀県神埼市 ５９ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３
佐賀県吉野ヶ里町 ５８ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８
佐賀県基山町 ６７ １８，７５７ １８，７５７ １８，７５７ １８，７５７ １８，７５７
佐賀県上峰町 ６５ ９，１１２ ９，１１２ ９，１１２ ９，１１２ ９，１１２
佐賀県みやき町 ７２ ２７，３９３ ２７，３９３ ２７，３９３ ２７，３９３
佐賀県有田町 ４９ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３
佐賀県大町町 ２９ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５
佐賀県江北町 ３３ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８
佐賀県白石町 ２４ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７
佐賀県太良町 ３７ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３
長崎県長崎市 ７０ ４４４，７５７ ４４４，７５７ ４４４，７５７ ４４４，７５７ ４４４，７５７
長崎県佐世保市 ６４ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００
長崎県諫早市 ８３ １４１，７８８ １４１，７８８ １４１，７８８
長崎県大村市 ５１ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３
長崎県松浦市 ９３ ２５，８３６ ２５，８３６
長崎県雲仙市 ８５ ４９，１３９ ４９，１３９ ４９，１３９
長崎県長与町 ７９ ４２，７２８ ４２，７２８ ４２，７２８ ４２，７２８
長崎県時津町 ７８ ２８，９２８ ２８，９２８ ２８，９２８ ２８，９２８
長崎県東彼杵町 ３４ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０
長崎県川棚町 ４６ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１
長崎県波佐見町 ４２ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９
長崎県佐々町 ７９ １３，９８５ １３，９８５ １３，９８５ １３，９８５

表４ 嬉野市の日帰り観光客誘致圏時間距離別データ

時間（分） 人口（人） ０～１０ １１～２０ ２１～３０ ３１～４０ ４１～５０ ５１～６０ ６１～７０ ７１～８０ ８１～９０ ９１～１００
大分県日田市 ９０ ７２，４９１ ７２，４９１ ７２，４９１
福岡県福岡市 ７９ １，３９６，７８９ １，３９６，７８９１，３９６，７８９１，３９６，７８９
福岡県久留米市 ６６ ３０２，９６４ ３０２，９６４ ３０２，９６４ ３０２，９６４ ３０２，９６４
福岡県柳川市 ７９ ７２，４５６ ７２，４５６ ７２，４５６ ７２，４５６
福岡県八女市 ７２ ７０，７８３ ７０，７８３ ７０，７８３ ７０，７８３
福岡県筑後市 ７２ ４８，８００ ４８，８００ ４８，８００ ４８，８００
福岡県大川市 ６８ ３８，３７５ ３８，３７５ ３８，３７５ ３８，３７５ ３８，３７５
福岡県小郡市 ５６ ５９，０２９ ５９，０２９ ５９，０２９ ５９，０２９ ５９，０２９ ５９，０２９
福岡県筑紫野市 ６３ １００，３８３ １００，３８３ １００，３８３ １００，３８３ １００，３８３

例えば、図４、図５の嬉野市、武雄市それぞ
れの日帰り観光客誘致圏に含まれていた福岡市
は、図６の伊万里市の日帰り観光客誘致圏に含
まれておらず、北部は佐賀県唐津市、東部は福
岡県朝倉市、南部は長崎県長崎市、西部は長崎
県佐世保市を周縁部とする狭小なエリアによっ
て伊万里市の日帰り観光客誘致圏は形成され、
その圏内に約２７０万の人口を抱えるのみとなっ
ている。
以上、GIS（MANDARA）及び Google Maps

を用いて３都市それぞれの日帰り観光客誘致圏
を導出し、かつ、それらを比較することで、ア
クセシビリティの良否が当該観光地の日帰り観
光客誘致圏の大きさに強い影響を及ぼしている
ことが明らかとなった。また、図４、図５、図
６に重複する行政区の在住者は、３市（嬉野市、
武雄市、伊万里市）すべてが日帰り観光圏内に
含まれることから、彼らにとってこれら３都市
は日帰り観光を行う上で競合関係にあると言え
る。
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時間（分） 人口（人） ０～１０ １１～２０ ２１～３０ ３１～４０ ４１～５０ ５１～６０ ６１～７０ ７１～８０ ８１～９０ ９１～１００
福岡県春日市 ７０ １０８，９２７ １０８，９２７ １０８，９２７ １０８，９２７ １０８，９２７
福岡県大野城市 ６５ ９４，９７５ ９４，９７５ ９４，９７５ ９４，９７５ ９４，９７５
福岡県太宰府市 ７１ ６９，２９７ ６９，２９７ ６９，２９７ ６９，２９７
福岡県古賀市 ８２ ５７，９９６ ５７，９９６ ５７，９９６
福岡県福津市 ８９ ５５，９７６ ５５，９７６ ５５，９７６
福岡県うきは市 ７９ ３２，６１５ ３２，６１５ ３２，６１５ ３２，６１５
福岡県朝倉市 ６６ ５８，４４８ ５８，４４８ ５８，４４８ ５８，４４８ ５８，４４８
福岡県みやま市 ７９ ４２，００６ ４２，００６ ４２，００６ ４２，００６
福岡県東峰村 １００ ２，３８２ ２，３８２
福岡県桂川町 ９６ １３，７３３ １３，７３３
福岡県筑前町 ７３ ２９，１８０ ２９，１８０ ２９，１８０ ２９，１８０
福岡県大刀洗町 ６８ １５，１８９ １５，１８９ １５，１８９ １５，１８９ １５，１８９
福岡県広川町 ６８ ２０，２４５ ２０，２４５ ２０，２４５ ２０，２４５ ２０，２４５
福岡県大木町 ７７ １４，３１０ １４，３１０ １４，３１０ １４，３１０
福岡県那珂川町 ７９ ４９，７７７ ４９，７７７ ４９，７７７ ４９，７７７
福岡県新宮町 ９０ ２５，３４５ ２５，３４５ ２５，３４５
福岡県久山町 ７９ ８，３４６ ８，３４６ ８，３４６ ８，３４６
福岡県篠栗町 ８０ ３１，２５８ ３１，２５８ ３１，２５８ ３１，２５８
福岡県粕屋町 ８１ ４２，３６７ ４２，３６７ ４２，３６７
福岡県宇美町 ７５ ３８，６３５ ３８，６３５ ３８，６３５ ３８，６３５
福岡県志免町 ７７ ４４，４６２ ４４，４６２ ４４，４６２ ４４，４６２
福岡県須恵町 ７０ ２６，３０９ ２６，３０９ ２６，３０９ ２６，３０９ ２６，３０９
熊本県和水町 ９１ １２，６５３ １２，６５３
熊本県南関町 ８４ １１，８８７ １１，８８７ １１，８８７
佐賀県佐賀市 ４６ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７
佐賀県唐津市 ６６ １３１，０６１ １３１，０６１ １３１，０６１ １３１，０６１ １３１，０６１
佐賀県鳥栖市 ５５ ６７，７９６ ６７，７９６ ６７，７９６ ６７，７９６ ６７，７９６ ６７，７９６
佐賀県多久市 ２１ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８
佐賀県伊万里市 ４２ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８
佐賀県武雄市 ０ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８
佐賀県鹿島市 ３３ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４
佐賀県小城市 ３７ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５
佐賀県嬉野市 ２１ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２
佐賀県神埼市 ５０ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３
佐賀県吉野ヶ里町 ４９ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８
佐賀県基山町 ５７ １８，７５７ １８，７５７ １８，７５７ １８，７５７ １８，７５７ １８，７５７
佐賀県上峰町 ５５ ９，１１２ ９，１１２ ９，１１２ ９，１１２ ９，１１２ ９，１１２
佐賀県みやき町 ５７ ２７，３９３ ２７，３９３ ２７，３９３ ２７，３９３ ２７，３９３ ２７，３９３
佐賀県玄海町 ９３ ６，９６４ ６，９６４
佐賀県有田町 ３４ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３
佐賀県大町町 １９ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５
佐賀県江北町 ２７ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８
佐賀県白石町 ３１ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７
佐賀県太良町 ５７ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３
長崎県長崎市 ６７ ４４４，７５７ ４４４，７５７ ４４４，７５７ ４４４，７５７ ４４４，７５７
長崎県佐世保市 ５６ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００
長崎県諫早市 ６１ １４１，７８８ １４１，７８８ １４１，７８８ １４１，７８８ １４１，７８８
長崎県大村市 ４９ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３
長崎県松浦市 ８３ ２５，８３６ ２５，８３６ ２５，８３６
長崎県雲仙市 ８２ ４９，１３９ ４９，１３９ ４９，１３９
長崎県長与町 ７７ ４２，７２８ ４２，７２８ ４２，７２８ ４２，７２８
長崎県時津町 ７５ ２８，９２８ ２８，９２８ ２８，９２８ ２８，９２８
長崎県東彼杵町 ３１ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０
長崎県川棚町 ４３ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１
長崎県波佐見町 ３５ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９
長崎県佐々町 ７３ １３，９８５ １３，９８５ １３，９８５ １３，９８５

表５ 武雄市の日帰り観光客誘致圏時間距離別データ

時間（分） 人口（人） ０～１０ １１～２０ ２１～３０ ３１～４０ ４１～５０ ５１～６０ ６１～７０ ７１～８０ ８１～９０ ９１～１００
福岡県久留米市 ９６ ３０２，９６４ ３０２，９６４
福岡県大川市 ９８ ３８，３７５ ３８，３７５
福岡県小郡市 ８６ ５９，０２９ ５９，０２９ ５９，０２９
福岡県筑紫野市 ９３ １００，３８３ １００，３８３
福岡県大野城市 ９５ ９４，９７５ ９４，９７５
福岡県朝倉市 ９６ ５８，４４８ ５８，４４８
福岡県糸島市 ９０ １００，６８０ １００，６８０ １００，６８０
福岡県大刀洗町 ９８ １５，１８９ １５，１８９
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時間（分） 人口（人） ０～１０ １１～２０ ２１～３０ ３１～４０ ４１～５０ ５１～６０ ６１～７０ ７１～８０ ８１～９０ ９１～１００
福岡県広川町 ９８ ２０，２４５ ２０，２４５
福岡県須恵町 １００ ２６，３０９ ２６，３０９
佐賀県佐賀市 ７６ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７ ２３６，１３７
佐賀県唐津市 ５１ １３１，０６１ １３１，０６１ １３１，０６１ １３１，０６１ １３１，０６１ １３１，０６１
佐賀県鳥栖市 ８５ ６７，７９６ ６７，７９６ ６７，７９６
佐賀県多久市 ７ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８ ２２，０９８
佐賀県伊万里市 ０ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８ ５８，０６８
佐賀県武雄市 ４３ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８ ５１，４９８
佐賀県鹿島市 ６６ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４ ３１，６６４
佐賀県小城市 ６５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５ ４６，５１５
佐賀県嬉野市 ５４ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２ ２９，０１２
佐賀県神埼市 ８０ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３ ３３，５４３
佐賀県吉野ヶ里町 ７９ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８ １５，６６８
佐賀県基山町 ８７ １８，７５７ １８，７５７ １８，７５７
佐賀県上峰町 ８５ ９，１１２ ９，１１２ ９，１１２
佐賀県みやき町 ８７ ２７，３９３ ２７，３９３ ２７，３９３
佐賀県玄海町 ７１ ６，９６４ ６，９６４ ６，９６４ ６，９６４
佐賀県有田町 １８ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３ ２２，６３３
佐賀県大町町 ４７ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５ ８，２９５
佐賀県江北町 ５５ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８ ９，７５８
佐賀県白石町 ６１ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７ ２７，８０７
佐賀県太良町 ９０ １１，２４３ １１，２４３ １１，２４３
長崎県長崎市 ９７ ４４４，７５７ ４４４，７５７
長崎県佐世保市 ４５ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００ ２７６，８００
長崎県諫早市 ９０ １４１，７８８ １４１，７８８ １４１，７８８
長崎県大村市 ７８ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３ ９１，７６３
長崎県平戸市 ８５ ３６，５８４ ３６，５８４ ３６，５８４
長崎県松浦市 ４９ ２５，８３６ ２５，８３６ ２５，８３６ ２５，８３６ ２５，８３６ ２５，８３６ ２５，８３６
長崎県西海市 ９６ ３１，８８９ ３１，８８９
長崎県東彼杵町 ６０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０ ９，８１０
長崎県川棚町 ５９ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１ １５，５７１
長崎県波佐見町 ４１ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９ １５，６７９
長崎県佐々町 ５５ １３，９８５ １３，９８５ １３，９８５ １３，９８５ １３，９８５ １３，９８５

表６ 伊万里市の日帰り観光客誘致圏時間距離別データ

図４ 嬉野市の日帰り観光客誘致圏とその行政区分別人口

図５ 武雄市の日帰り観光客誘致圏とその行政区分別人口

図６ 伊万里市の日帰り観光客誘致圏とその行政区分別人口

例えば長崎市在住者は図４、図５、図６で嬉
野市、武雄市、伊万里市のすべてが日帰り観光
圏に含まれることから、彼らにとってこれら３
都市は競合関係を有している。
また、福岡市在住者は、嬉野市、武雄市が日

帰り観光圏に含まれることから、両市は競合関
係を有していると言えるが、伊万里市は含まれ
ていないことから、彼らにとって伊万里市は嬉
野市及び武雄市と競合関係を有していないこと
になる。
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図７ 嬉野市、武雄市、伊万里市それぞれの日帰り
観光客誘致圏の特徴

図８ 回帰線の傾きと日帰り観光入込客数の関係

図９ 平成２１年度 嬉野市観光消費額の内訳とそ
の割合
（「平成２１年佐賀県観光客動態調査」をもとに筆者作成）

図１０ 平成２１年度 武雄市観光消費額の内訳とそ
の割合
（「平成２１年佐賀県観光客動態調査」をもとに筆者作成）

５．３都市（嬉野市、武雄市、伊万里市）の日
帰り観光客誘致圏の特徴と考察

図７は、これら３都市の日帰り観光客誘致圏
の特徴をグラフで表わしたものである。これは
３．で既述したように嬉野市、武雄市、伊万里
市それぞれの中心（市役所）から１０分間隔で時
間（グラフの横軸）を区切り、その時間内に到
達可能な周辺の市町村（市町村役場を基準）の
累積人口（グラフの縦軸）を示したものである。
また、グラフ中に回帰線及びその数式も併せて
表示した。
また、回帰線の傾きの大きさと３都市の日帰

り観光入込客数（２００９年）の相関関係を分析し
たところ、相関係数は０．７０と高い値を示したこ
とから、回帰線の傾きの大きさと日帰り観光入
込客数とは関連性が高いことが明らかとなった
（図８）。

したがって回帰線の傾きの大きさは、いわば
その地域へのアクセシビリティによる日帰り観
光客誘致力を表わすと言える。すなわち、回帰
線の傾きは累積人口と時間の関係を最小２乗法
により算出するものであるから、それぞれの地
域における単位時間当たりの人口獲得の速さ
（スピード）を表わす。換言すれば、単位時間
当たりの潜在的日帰り観光客獲得の速さ（ス
ピード）である。
グラフから、武雄市、嬉野市、伊万里市の順

に日帰り観光客誘致力が大きく、伊万里市の日
帰り観光客誘致力は嬉野市や武雄市の約２分の
１であることが読み取れる。また、図８におい
て、嬉野市は３都市（嬉野市、武雄市、伊万里
市）のプロットされた点により算出される近似
曲線より下方に位置することから、日帰り観光
客の増加を図る余地がまだ十分にあることがわ
かる。
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図１１ 平成２１年度 伊万里市観光消費額の内訳と
その割合
（「平成２１年佐賀県観光客動態調査」をもとに筆者作成）

次に観光消費額に着目する。図９、図１０、図
１１はそれぞれ平成２１年度の嬉野市、武雄市、伊
万里市の観光消費額（宿泊観光及び日帰り観光）
の内訳とその割合を示したものである。これに
よると、嬉野市と武雄市は共に温泉観光地であ
るものの、その性質がやや異なっていることが
わかる。
図９の宿泊費の消費割合から嬉野市は宿泊が

中心の温泉観光地であり、また図１０で交通費の
消費割合が大きいことから武雄市は日帰りが中
心の温泉観光地であることが読み取れる。これ
は図７で既述した嬉野市、武雄市、伊万里市そ
れぞれの日帰り観光客誘致圏の特徴からも裏付
けられる。したがって、嬉野市には日帰り観光
客を誘致できる余地がまだ十分にあり、工夫次
第では潜在的な日帰り観光客を獲得できる可能
性があると言えるだろう。

６．修正ハフモデルによる３都市の相互作用

（１）ハフモデルとは
ハフモデルとはマーケティングなど商圏分析

において利用されてきたライリーの小売引力モ
デルの発展モデルである。ここでライリーの小
売引力モデルからハフモデルへの発展経緯とそ
の概要について整理する。ライリーの小売引力
モデルはニュートンの万有引力の法則を類推
し、これを空間相互作用に援用したものであ
る。今日、商学、地理学、経済学など幅広い分
野で応用されているモデルの一つである。小売

引力モデルは一般に次の式で表わされる。

F ij＝k M iM j
Dij２

F ij：２地域の空間相互作用量
K ：パラメータ
Mi：Mi 地域の質量項
Mj：Mj 地域の質量項
Dij：M i 及び Mj 間の距離

上記のモデルの意味は、２地域間の空間相互
作用量が２地域の質量項の積に比例し、それら
の距離の二乗に反比例するというものである。
このライリーの小売引力モデルは経済地理学の
分野で用いられる場合、商圏が重複しない農村
的な地域では良く妥当する５）が、一方で商圏が
複雑に重複している都市地域などには妥当しな
いと言われている。そこで考えられたのがハフ
モデルである。ハフモデルは一般に次の式で表
わされる。

P ij＝

S j
T ijλ
n
∑
j＝１

S j
T ijλ

P ij：i 地から j 地を訪れる確率
S j：j 地の規模
Tij：i から j までの距離
λ：パラメータ（抵抗）

ハフモデルは、ある地域から特定の地域へ向
かう確率を表わすことでその特定の地域の理論
上の誘致力を算出することができる。しかし、
パラメータ値である λは実験等を繰り返し実
施することによって得られる数値であることか
らその設定には困難が伴う。そこで本稿では便
宜的に λ＝２（修正ハフモデル）とし、小売引
力モデルの抵抗を援用することとした。

（２）３都市（嬉野市、武雄市、伊万里市）の
相互作用

本稿では修正ハフモデルを次の式で表わすこ
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人口（人） 日帰り観光客（人）
佐賀市 ２３６，１３７ ４，８０４，４００
多久市 ２２，０９８ ３３５，０００
小城市 ４６，５１５ ４７５，３００
神崎市 ３３，５４３ １，０１８，６００
鳥栖市 ６７，７９６ ７５８，０００

吉野ヶ里町 １５，６６８ １，１１２，３００
基山町 １８，７５７ ２５７，４００
上峰町 ９，１１２ ３６３，９００
みやき町 ２７，３９３ １７２，０００
唐津市 １３１，０６１ ８，００２，５００
伊万里市 ５８，０６８ １，２４５，０００
玄海町 ６，９６４ ３９９，９００
有田町 ２２，６３３ ２，１３５，７００
武雄市 ５１，４９８ １，４３９，０００
鹿島市 ３１，６６４ ３，３３４，３００
嬉野市 ２９，０１２ １，２５３，０００
大町町 ８，２９５ ５６，９００
江北町 ９，７５８ ５７，４００
白石町 ２７，８０７ ２０５，９００
太良町 １１，２４３ ６１８，５００

表７ 人口と日帰り観光客の関係（２００９年度）

ji 嬉野市 武雄市 伊万里市

嬉野市 ８．２９％ １．６７％

武雄市 ４．７８％ ２．３９％

伊万里市 ０．９４％ ２．６３％

表８ 修正ハフモデルに基づく３市の相互作用

時間（分） 人口（人） Sj/Tij２ ΣSj/Tij２
（j=1,n）

ハフモデルに
よる確率（％）

大分県日田市 １００ ７２，４９１ ７．２５ １２８３．６１ ０．５６
福岡県福岡市 ８９ １，３９６，７８９ １７６．３４ １２８３．６１ １３．７４
福岡県久留米市 ７６ ３０２，９６４ ５２．４５ １２８３．６１ ４．０９
福岡県柳川市 ８６ ７２，４５６ ９．８０ １２８３．６１ ０．７６
福岡県八女市 ８２ ７０，７８３ １０．５３ １２８３．６１ ０．８２
福岡県筑後市 ８１ ４８，８００ ７．４４ １２８３．６１ ０．５８
福岡県大川市 ７４ ３８，３７５ ７．０１ １２８３．６１ ０．５５
福岡県小郡市 ６６ ５９，０２９ １３．５５ １２８３．６１ １．０６
福岡県筑紫野市 ７２ １００，３８３ １９．３６ １２８３．６１ １．５１
福岡県春日市 ８０ １０８，９２７ １７．０２ １２８３．６１ １．３３
福岡県大野城市 ７５ ９４，９７５ １６．８８ １２８３．６１ １．３２
福岡県太宰府市 ８０ ６９，２９７ １０．８３ １２８３．６１ ０．８４
福岡県古賀市 ９２ ５７，９９６ ６．８５ １２８３．６１ ０．５３
福岡県福津市 ９９ ５５，９７９ ５．７１ １２８３．６１ ０．４４
福岡県うきは市 ８８ ３２，６１５ ４．２１ １２８３．６１ ０．３３
福岡県朝倉市 ７６ ５８，４４８ １０．１２ １２８３．６１ ０．７９
福岡県みやま市 ８８ ４２，００６ ５．４２ １２８３．６１ ０．４２
福岡県筑前町 ８２ ２９，１８０ ４．３４ １２８３．６１ ０．３４
福岡県大刀洗町 ７７ １５，１８９ ２．５６ １２８３．６１ ０．２０
福岡県広川町 ７７ ２０，２４５ ３．４１ １２８３．６１ ０．２７
福岡県大木町 ８４ １４，３１０ ２．０３ １２８３．６１ ０．１６
福岡県那珂川町 ８８ ４９，７７７ ６．４３ １２８３．６１ ０．５０
福岡県新宮町 １００ ２５，３４５ ２．５３ １２８３．６１ ０．２０
福岡県久山町 ８９ ８，３４６ １．０５ １２８３．６１ ０．０８
福岡県篠栗町 ９０ ３１，２５８ ３．８６ １２８３．６１ ０．３０
福岡県粕屋町 ９０ ４２，３６７ ５．２３ １２８３．６１ ０．４１
福岡県宇美町 ８４ ３８，６３５ ５．４８ １２８３．６１ ０．４３
福岡県志免町 ８７ ４４，４６２ ５．８７ １２８３．６１ ０．４６
福岡県須恵町 ７９ ２６，３０９ ４．２２ １２８３．６１ ０．３３
熊本県南関町 ９３ １１，８８７ １．３７ １２８３．６１ ０．１１
佐賀県佐賀市 ５５ ２３６，１３７ ７８．０６ １２８３．６１ ６．０８
佐賀県唐津市 ７５ １３１，０６１ ２３．３０ １２８３．６１ １．８２
佐賀県鳥栖市 ６５ ６７，７９６ １６．０５ １２８３．６１ １．２５
佐賀県多久市 ３０ ２２，０９８ ２４．５５ １２８３．６１ １．９１
佐賀県伊万里市 ５２ ５８，０６８ ２１．４７ １２８３．６１ １．６７
佐賀県武雄市 ２２ ５１，４９８ １０６．４０ １２８３．６１ ８．２９
佐賀県鹿島市 １３ ３１，６６４ １８７．３６ １２８３．６１ １４．６０

とにする。

P ij＝

S j
T ijλ
n
∑
j＝１

S j
T ijλ

P ij：i 地から j 地を訪れる確率
S j：j 地の人口
Tij：i から j までの距離（時間距離）
λ：パラメータ（抵抗）（λ＝２）

表７は佐賀県全市町村の人口（２００９年度）及
び日帰り観光客（２００９年度）を表わしたもので
ある。これらの相関係数を調べたところ、０．７３
と比較的高い数値が算出され、一般に人口規模
に応じて日帰り観光客も増加することが判明し
た。したがって本稿の修正ハフモデルでは、S j
を j 地の人口と仮定した。

また、Tij は、既述のGoogle Mapsを利用し、
iから j までの時間距離を採用した。
計算の結果、図１２で示すように嬉野市から武

雄市及び伊万里市に日帰り観光客が訪問する確
率はそれぞれ、８．２９％、１．６７％であることが判
明した。
また、図１３で、武雄市から嬉野市及び伊万里

市へ日帰り観光客が訪問する確率はそれぞれ、
４．７８％、２．３９％であることが判明した。さらに
図１４で伊万里市から嬉野市及び武雄市へ日帰り
観光客が訪問する確率はそれぞれ、０．９４％、
２．６３％であることが判明した。以上をまとめ
て、表８にその関係を示した。
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時間（分） 人口（人） Sj/Tij２ ΣSj/Tij２
（j=1,n）

ハフモデルに
よる確率（％）

佐賀県小城市 ４４ ４６，５１５ ２４．０３ １２８３．６１ １．８７
佐賀県神埼市 ５９ ３３，５４３ ９．６４ １２８３．６１ ０．７５
佐賀県吉野ヶ里町 ５８ １５，６６８ ４．６６ １２８３．６１ ０．３６
佐賀県基山町 ６７ １８，７５７ ４．１８ １２８３．６１ ０．３３
佐賀県上峰町 ６５ ９，１１２ ２．１６ １２８３．６１ ０．１７
佐賀県みやき町 ７２ ２７，３９３ ５．２８ １２８３．６１ ０．４１
佐賀県有田町 ４９ ２２，６３３ ９．４３ １２８３．６１ ０．７３
佐賀県大町町 ２９ ８，２９５ ９．８６ １２８３．６１ ０．７７
佐賀県江北町 ３３ ９，７５８ ８．９６ １２８３．６１ ０．７０
佐賀県白石町 ２４ ２７，８０７ ４８．２８ １２８３．６１ ３．７６
佐賀県太良町 ３７ １１，２４３ ８．２１ １２８３．６１ ０．６４
長崎県長崎市 ７０ ４４４，７５７ ９０．７７ １２８３．６１ ７．０７
長崎県佐世保市 ６４ ２７６，８００ ６７．５８ １２８３．６１ ５．２６
長崎県諫早市 ８３ １４１，７８８ ２０．５８ １２８３．６１ １．６０
長崎県大村市 ５１ ９１，７６３ ３５．２８ １２８３．６１ ２．７５
長崎県松浦市 ９３ ２５，８３６ ２．９９ １２８３．６１ ０．２３
長崎県雲仙市 ８５ ４９，１３９ ６．８０ １２８３．６１ ０．５３
長崎県長与町 ７９ ４２，７２８ ６．８５ １２８３．６１ ０．５３
長崎県時津町 ７８ ２８，９２８ ４．７５ １２８３．６１ ０．３７
長崎県東彼杵町 ３４ ９，８１０ ８．４９ １２８３．６１ ０．６６
長崎県川棚町 ４６ １５，５７１ ７．３６ １２８３．６１ ０．５７
長崎県波佐見町 ４２ １５，６７９ ８．８９ １２８３．６１ ０．６９
長崎県佐々町 ７９ １３，９８５ ２．２４ １２８３．６１ ０．１７

図１２ 嬉野市日帰り観光客誘致圏におけるハフモ
デルの適用とその算定値

時間（分） 人口（人） Sj/Tij２ ΣSj/Tij２
（j=1,n）

ハフモデルに
よる確率（％）

大分県日田市 ９０ ７２，４９１ ８．９５ １３７６．３３ ０．６５
福岡県福岡市 ７９ １，３９６，７８９ ２２３．８１ １３７６．３３ １６．２６
福岡県久留米市 ６６ ３０２，９６４ ６９．５５ １３７６．３３ ５．０５
福岡県柳川市 ７９ ７２，４５６ １１．６１ １３７６．３３ ０．８４
福岡県八女市 ７２ ７０，７８３ １３．６５ １３７６．３３ ０．９９
福岡県筑後市 ７２ ４８，８００ ９．４１ １３７６．３３ ０．６８
福岡県大川市 ６８ ３８，３７５ ８．３０ １３７６．３３ ０．６０
福岡県小郡市 ５６ ５９，０２９ １８．８２ １３７６．３３ １．３７
福岡県筑紫野市 ６３ １００，３８３ ２５．２９ １３７６．３３ １．８４
福岡県春日市 ７０ １０８，９２７ ２２．２３ １３７６．３３ １．６２
福岡県大野城市 ６５ ９４，９７５ ２２．４８ １３７６．３３ １．６３
福岡県太宰府市 ７１ ６９，２９７ １３．７５ １３７６．３３ １．００
福岡県古賀市 ８２ ５７，９９６ ８．６３ １３７６．３３ ０．６３
福岡県福津市 ８９ ５５，９７６ ７．０７ １３７６．３３ ０．５１
福岡県うきは市 ７９ ３２，６１５ ５．２３ １３７６．３３ ０．３８
福岡県朝倉市 ６６ ５８，４４８ １３．４２ １３７６．３３ ０．９７
福岡県みやま市 ７９ ４２，００６ ６．７３ １３７６．３３ ０．４９
福岡県東峰村 １００ ２，３８２ ０．２４ １３７６．３３ ０．０２
福岡県桂川町 ９６ １３，７３３ １．４９ １３７６．３３ ０．１１
福岡県筑前町 ７３ ２９，１８０ ５．４８ １３７６．３３ ０．４０
福岡県大刀洗町 ６８ １５，１８９ ３．２８ １３７６．３３ ０．２４
福岡県広川町 ６８ ２０，２４５ ４．３８ １３７６．３３ ０．３２
福岡県大木町 ７７ １４，３１０ ２．４１ １３７６．３３ ０．１８
福岡県那珂川町 ７９ ４９，７７７ ７．９８ １３７６．３３ ０．５８
福岡県新宮町 ９０ ２５，３４５ ３．１３ １３７６．３３ ０．２３
福岡県久山町 ７９ ８，３４６ １．３４ １３７６．３３ ０．１０
福岡県篠栗町 ８０ ３１，２５８ ４．８８ １３７６．３３ ０．３５
福岡県粕屋町 ８１ ４２，３６７ ６．４６ １３７６．３３ ０．４７
福岡県宇美町 ７５ ３８，６３５ ６．８７ １３７６．３３ ０．５０
福岡県志免町 ７７ ４４，４６２ ７．５０ １３７６．３３ ０．５４
福岡県須恵町 ７０ ２６，３０９ ５．３７ １３７６．３３ ０．３９
熊本県和水町 ９１ １２，６５３ １．５３ １３７６．３３ ０．１１
熊本県南関町 ８４ １１，８８７ １．６８ １３７６．３３ ０．１２
佐賀県佐賀市 ４６ ２３６，１３７ １１１．６０ １３７６．３３ ８．１１
佐賀県唐津市 ６６ １３１，０６１ ３０．０９ １３７６．３３ ２．１９
佐賀県鳥栖市 ５５ ６７，７９６ ２２．４１ １３７６．３３ １．６３
佐賀県多久市 ２１ ２２，０９８ ５０．１１ １３７６．３３ ３．６４
佐賀県伊万里市 ４２ ５８，０６８ ３２．９２ １３７６．３３ ２．３９
佐賀県鹿島市 ３３ ３１，６６４ ２９．０８ １３７６．３３ ２．１１
佐賀県小城市 ３７ ４６，５１５ ３３．９８ １３７６．３３ ２．４７
佐賀県嬉野市 ２１ ２９，０１２ ６５．７９ １３７６．３３ ４．７８
佐賀県神埼市 ５０ ３３，５４３ １３．４２ １３７６．３３ ０．９７
佐賀県吉野ヶ里町 ４９ １５，６６８ ６．５３ １３７６．３３ ０．４７
佐賀県基山町 ５７ １８，７５７ ５．７７ １３７６．３３ ０．４２
佐賀県上峰町 ５５ ９，１１２ ３．０１ １３７６．３３ ０．２２
佐賀県みやき町 ５７ ２７，３９３ ８．４３ １３７６．３３ ０．６１
佐賀県玄海町 ９３ ６，９６４ ０．８１ １３７６．３３ ０．０６
佐賀県有田町 ３４ ２２，６３３ １９．５８ １３７６．３３ １．４２
佐賀県大町町 １９ ８，２９５ ２２．９８ １３７６．３３ １．６７
佐賀県江北町 ２７ ９，７５８ １３．３９ １３７６．３３ ０．９７
佐賀県白石町 ３１ ２７，８０７ ２８．９４ １３７６．３３ ２．１０
佐賀県太良町 ５７ １１，２４３ ３．４６ １３７６．３３ ０．２５
長崎県長崎市 ６７ ４４４，７５７ ９９．０８ １３７６．３３ ７．２０
長崎県佐世保市 ５６ ２７６，８００ ８８．２７ １３７６．３３ ６．４１
長崎県諫早市 ６１ １４１，７８８ ３８．１０ １３７６．３３ ２．７７
長崎県大村市 ４９ ９１，７６３ ３８．２２ １３７６．３３ ２．７８
長崎県松浦市 ８３ ２５，８３６ ３．７５ １３７６．３３ ０．２７
長崎県雲仙市 ８２ ４９，１３９ ７．３１ １３７６．３３ ０．５３
長崎県長与町 ７７ ４２，７２８ ７．２１ １３７６．３３ ０．５２

表８を基礎に人口データを加味して相互作用
値を求めると次の①～③となる。

嬉野市における相互作用値＝武雄市の人口×
０．０４７８＋伊万里市の人口×０．００９４－嬉野市の人
口×（０．０８２９＋０．０１６７）…①

武雄市における相互作用値＝嬉野市の人口×
０．０８２９＋伊万里市の人口×０．０２６３－武雄市の人
口×（０．０４７８＋０．０２３９）…②

伊万里市における相互作用値＝嬉野市の人口×
０．０１６７＋武雄市の人口×０．０２３９－伊万里市の人
口×（０．００９４＋０．０２６３）…③

ここで、それぞれの人口を代入し、次の結果
を得ることができる。

嬉野市における相互作用値＝５１，４９８×０．０４７８＋
５８，０６８×０．００９４－２９，０１２×（０．０８２９＋０．０１６７）
＝１１７．８４８４…①´
武雄市における相互作用値＝２９，０１２×０．０８２９＋
５８，０６８×０．０２６３－５１，４９８×（０．０４７８＋０．０２３９）
＝２３９．８７６６…②´

伊万里市における相互作用値＝２９，０１２×０．０１６７
＋５１，４９８×０．０２３９－５８，０６８×（０．００９４＋０．０２６３）
＝－３５７．７２５０…③´
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時間（分） 人口（人） Sj/Tij２ ΣSj/Tij２
（j=1,n）

ハフモデルに
よる確率（％）

長崎県時津町 ７５ ２８，９２８ ５．１４ １３７６．３３ ０．３７
長崎県東彼杵町 ３１ ９，８１０ １０．２１ １３７６．３３ ０．７４
長崎県川棚町 ４３ １５，５７１ ８．４２ １３７６．３３ ０．６１
長崎県波佐見町 ３５ １５，６７９ １２．８０ １３７６．３３ ０．９３
長崎県佐々町 ７３ １３，９８５ ２．６２ １３７６．３３ ０．１９

時間（分） 人口（人） Sj/Tij２ ΣSj/Tij２
（j=1,n）

ハフモデルに
よる確率（％）

福岡県久留米市 ９６ ３０２，９６４ ３２．８７ １０５８．９６ ３．１０
福岡県大川市 ９８ ３８，３７５ ４．００ １０５８．９６ ０．３８
福岡県小郡市 ８６ ５９，０２９ ７．９８ １０５８．９６ ０．７５
福岡県筑紫野市 ９３ １００，３８３ １１．６１ １０５８．９６ １．１０
福岡県大野城市 ９５ ９４，９７５ １０．５２ １０５８．９６ ０．９９
福岡県朝倉市 ９６ ５８，４４８ ６．３４ １０５８．９６ ０．６０
福岡県糸島市 ９０ １００，６８０ １２．４３ １０５８．９６ １．１７
福岡県大刀洗町 ９８ １５，１８９ １．５８ １０５８．９６ ０．１５
福岡県広川町 ９８ ２０，２４５ ２．１１ １０５８．９６ ０．２０
福岡県須恵町 １００ ２６，３０９ ２．６３ １０５８．９６ ０．２５
佐賀県佐賀市 ７６ ２３６，１３７ ４０．８８ １０５８．９６ ３．８６
佐賀県唐津市 ５１ １３１，０６１ ５０．３９ １０５８．９６ ４．７６
佐賀県鳥栖市 ８５ ６７，７９６ ９．３８ １０５８．９６ ０．８９
佐賀県多久市 ７ ２２，０９８ ４５０．９８ １０５８．９６ ４２．５９
佐賀県武雄市 ４３ ５１，４９８ ２７．８５ １０５８．９６ ２．６３
佐賀県鹿島市 ６６ ３１，６６４ ７．２７ １０５８．９６ ０．６９
佐賀県小城市 ６５ ４６，５１５ １１．０１ １０５８．９６ １．０４
佐賀県嬉野市 ５４ ２９，０１２ ９．９５ １０５８．９６ ０．９４
佐賀県神埼市 ８０ ３３，５４３ ５．２４ １０５８．９６ ０．４９
佐賀県吉野ヶ里町 ７９ １５，６６８ ２．５１ １０５８．９６ ０．２４
佐賀県基山町 ８７ １８，７５７ ２．４８ １０５８．９６ ０．２３
佐賀県上峰町 ８５ ９，１１２ １．２６ １０５８．９６ ０．１２
佐賀県みやき町 ８７ ２７，３９３ ３．６２ １０５８．９６ ０．３４
佐賀県玄海町 ７１ ６，９６４ １．３８ １０５８．９６ ０．１３
佐賀県有田町 １８ ２２，６３３ ６９．８５ １０５８．９６ ６．６０
佐賀県大町町 ４７ ８，２９５ ３．７６ １０５８．９６ ０．３５
佐賀県江北町 ５５ ９，７５８ ３．２３ １０５８．９６ ０．３０
佐賀県白石町 ６１ ２７，８０７ ７．４７ １０５８．９６ ０．７１
佐賀県太良町 ９０ １１，２４３ １．３９ １０５８．９６ ０．１３
長崎県長崎市 ９７ ４４４，７５７ ４７．２７ １０５８．９６ ４．４６
長崎県佐世保市 ４５ ２７６，８００ １３６．６９ １０５８．９６ １２．９１
長崎県諫早市 ９０ １４１，７８８ １７．５０ １０５８．９６ １．６５
長崎県大村市 ７８ ９１，７６３ １５．０８ １０５８．９６ １．４２
長崎県平戸市 ８５ ３６，５８４ ５．０６ １０５８．９６ ０．４８
長崎県松浦市 ４９ ２５，８３６ １０．７６ １０５８．９６ １．０２
長崎県西海市 ９６ ３１，８８９ ３．４６ １０５８．９６ ０．３３
長崎県東彼杵町 ６０ ９，８１０ ２．７３ １０５８．９６ ０．２６
長崎県川棚町 ５９ １５，５７１ ４．４７ １０５８．９６ ０．４２
長崎県波佐見町 ４１ １５，６７９ ９．３３ １０５８．９６ ０．８８
長崎県佐々町 ５５ １３，９８５ ４．６２ １０５８．９６ ０．４４

図１４ 伊万里市の日帰り観光客誘致圏におけるハ
フモデルの適用とその算定値

嬉野市 武雄市 伊万里市

相互作用値 １１７．８４８４ ２３９．８７６６ －３５７．７２５０

表９ 修正ハフモデルに基づく３市の相互作用値

以上をまとめて表９で示す。この結果、嬉野
市、武雄市、伊万里市の３都市間において日帰
り観光に関しては武雄市が最も相互作用値（誘

致力）が大きく、嬉野市の約２倍の大きさであ
ることが判明した。これは、図７で明らかと
なった誘致力よりも大きい。
一方、最も相互作用値（誘致力）が小さいの

は伊万里市である。嬉野市、武雄市、伊万里市
の３都市間において、理論上、伊万里市は武雄
市及び嬉野市に比べ日帰り観光客の誘致力が弱
く、日帰り観光客を両市に奪われている状況で
あることがわかる。

７．結論

本稿において、佐賀県嬉野市、武雄市、伊万里
市を事例としてGIS（MANDARA）及び Google
Maps のルート乗換機能を用いて、それぞれの
日帰り観光客誘致圏を明らかにした後、これら
を比較し考察した。その結果、嬉野市と武雄市
は長崎自動車道の影響を大きく受け、また両市
ともにインターチェンジからほぼ同距離に位置
している（市役所を基準）ため、日帰り観光客
誘致圏にほとんど差異がないこと、及びその圏
内にそれぞれ約５００万人の人口、すなわち潜在
的日帰り観光客を有していることを確認でき
た。一方、伊万里市は既述した長崎自動車道か
ら離れていることから県外の日帰り観光客の獲
得が容易ではなく、アクセシビリティの点で不
利な状況が発生していることが判明した。
また、日帰り観光客誘致圏により、その圏内

に含まれる観光地同士が競合関係を有すること
も確認できた。例えば、長崎市は、嬉野市、武
雄市、伊万里市の３都市の日帰り観光客誘致圏
に含まれるため、長崎市在住者にとって、これ
ら３都市は競合関係を有している観光地であ
り、逆に福岡市は伊万里市の日帰り観光客誘致
圏に含まれていないため、福岡市在住者にとっ
て、伊万里市は嬉野市及び武雄市と競合関係に
ないこと等が判明した。
また、これら３都市に小売商圏の研究で用い

られてきた修正ハフモデル（ハフモデル）を援
用し、３都市相互間の観光地が有する日帰り観
光客の理論上の誘致力を明らかにした結果、武
雄市の相互作用値が最も大きく、同市と嬉野市

図１３ 武雄市日帰り観光客誘致圏におけるハフモ
デルの適用とその算定値
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が伊万里市の日帰り観光客を理論上獲得してい
る点を確認できた。
以上、アクセシビリティの点から日帰り観光

客誘致圏とその特徴を明らかにし、さらに修正
ハフモデルによる３都市の相互作用値について
の考察を行った。一定の成果があったと自負し
ているが、日帰り観光客の「金銭」の費消に関
する視点は今回は取り入れていない。また、修
正ハフモデルの援用についても抵抗値 λはラ
イリーの小売引力モデルにおける一般的な係数
を援用したため、正確さに欠ける部分は否めな
い。これらについては稿を改めて研究したいと
考えている。
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